
人を対象とする医学系研究に関する情報公開 

このたび， 地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター倫理委員会の承認を得て、下記の人を対象とする

医学系研究を実施します。関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

20223年 5月 1日 

 施設名 地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 

 代表者氏名 木下 聡 

【研究課題名】 

高齢者(65歳以上)における上部消化管出血の現状について 

 

【研究期間】 

 2023年 5月（倫理委員会承認後）～ 2024年 3月 31日 

 

【研究の意義・目的】 

上部消化管出血、特に胃十二指腸潰瘍の罹患率、死亡者数は減少傾向とされていますが、ここ数年、死亡者

数は横ばいで推移していると報告されています。高齢化社会において上部消化管出血は生命を脅かすものでは

なく、良性疾患であり、予防することが可能と考えられます。一般的に高齢者は入院することで認知機能や

ADLの低下を認め、自宅へ退院出来ずに施設に転院するケースもしばしばあります。本研究では，後ろ向きの

結果を併せて検討し，高齢者を対象に当院で上部消化管出血の診断となった症例を基礎疾患やヘリコバクター

ピロリ感染の有無、NSAIDs の内服などのリスク因子を含め後ろ向きに検討します。さらに高齢者の上部消化

管出血に対して現状を把握することで原因とそれに対する予防を含めた対策を検討します。上部消化管出血を

予防することで健康寿命を保つことに寄与すると考えられます。 

【研究の方法】 

本研究は，上部消化管出血で上部内視鏡検査を施行した患者を対象とする。検査前の問診票、内視鏡検査所

見、カルテを参照しながら経過を検討し、データを収集します．任意に設定した期間を調査します．なお，デ

ータについては埼玉メディカルセンターの内科共有フォルダ内の、消化器内科フォルダ内「上部消化管出血の

症例」ファイル内に登録し、集約し，解析の上公表いたしますが，個々人の情報別に示されることはありませ

ん．調査期間は、埼玉メディカルセンターで 2018年 4月 1日から 2024年 3月 31 日までに上部消化管出血の

診断となった患者さんが対象となります。 

  

【研究組織】 

１）研究実施医療機関 

地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 

２）研究代表責任者 

地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 消化器内科 木下 聡 

３）データ登録・管理 

地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 消化器内科 木下 聡 

 

【本研究に関する問い合わせ先】 

本研究に関する御質問等がございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。他の研究対象者等の

個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書及び研究の方法に関する資料を閲覧できま

す。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて研究対象者ご本人又は代理人の方に御了承いただけ



ない場合には、研究対象者とはせずに試料・情報の利用、提供をいたしませんので、下記の連絡先までお申し

出ください。その場合でも研究対象者ご本人又は代理人の方に不利益が生じることはありません。なお、研究

結果が既に医学雑誌への掲載や学会発表がなされている場合、データを取り消すことは困難な場合もあります。 

 

○研究内容に関する問い合わせの窓口 

 機 関 名 ： 地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 消化器内科 

事務担当者： 木下 聡 

  

○試料・情報を当該研究に用いられることについて拒否する場合の連絡先 

各施設の問い合わせ窓口 

 機 関 名 ： 地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 消化器内科 

事務担当者： 木下 聡 


